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脳機能
発達分野

生物の体はDNA上の情報に従って形づくら

れますが、ヒトなどの一部の動物では、生まれ

た後の社会環境や経験も個体の行動パターン

や個性を決定づける非常に重要な要因です。

経験による脳の変化は大人になっても続き、

とりわけヒトでは、偏った生活パターンや社会

環境は病気や脳機能障害に繋がることがあり

ます。私たちは、脳の機能が生涯を通じてどの

ように発達し、また、病気により障害されるの

かを明らかにし、得られた成果をもとに人類

に貢献したいと願っています。

topics

脳が変わる
機構を明らかにし、
その制御を目指す
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分子行動分野

仲間を顔で見分けたり、相手や状況に応じて

適切な社会的態度を選択する脳機能は特に

霊長類で発達しているため、これまで魚類を用

いた研究はほとんど進んでいません、しかしな

がら一部の魚類はそのような認知機能を備え

ていることがわかってきました。私たちは魚類

の社会適応に関わる認知機能や行動選択の

仕組みを世界に先駆けて解明し、ヒトを含む

社会性動物とその仕組みを比較することで、

ヒトのこころの起源や社会適応を可能にする

脳の共通原理を解明したいと考えています。

他者を認知し、
行動を選択する
仕組みを解き明かす
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小鳥（キンカチョウ）は親鳥から「歌」と呼ばれ

る音声を聞いて学習し、自分も似た音声を発し

ます。学習に伴う脳内の変化を頭に装着した顕

微鏡を用いて観察しています。

topics

光によって神経操作する技術(光遺伝学)と、神

経活動を可視化する技術(Ca2+イメージング)を

メダカに適用することに成功しました。(左)青色

光を照射しメダカの胸鰭を動かす様子。(右)餌

のゾウリムシを見せた際に脳が活性化した様

子。

私は高校生に塾で勉強を教えています。学

問に王道なしとはある意味真実で、作業中

の記憶が得意な子もいれば、長期の記憶が

得意な子もいます。私はそんな記憶の不思

議に魅惑されました。マウスや鳥をモデル動

物として神経の可塑性機構を解析し、最適

な教育手法を開発できる日を夢見て研究し

ています。

Interview在学生 学部4年

白石 健

飼育されているメダカは、人が近づくのが見
えると餌がもらえることを期待して近寄って
きます。私の目標はメダカが報酬と結びつい
た視覚情報を受けとり、近づくときの脳神経
の仕組みを明らかにすることです。素朴な行
動観察から最新の分子生物学的実験まで、
使えるものを総動員して取り組む研究は苦
しい時も多いですが、楽しいです。

Interview在学生
修士1年

関 崇秀

社会相互作用、発達、学習、脳機能障害

安部健太郎 教授
青木祥 助教

Lab. DATA

社会認知、行動選択、ゲノム編集、集団行動、近縁種

竹内秀明 教授
梶山十和子 助教

Lab. DATA
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